報告（25年8月17日）メモ
参院選とその後の振り返り
石川捷治(政治史研究者)
政治は『勢い（いきおい）』である。それを数値化する努力がなされてきたが、ここではその背後にある｢流れ（ながれ）｣について、注目してみたい。　（CF/酒井大輔『日本政治学史』中公新書、2025年）
1 戦後80年
戦後日本国家(80年)が戦前期日本国家(77年)より長くなった。
｢戦後80年｣の意味・・・｢80年前に戻った｣？・・・昭和ファシズムのDNAと日本国憲法のDNAとの闘い
1947年アメリカの占領政策の転換（非軍事化・民主化から軍事化・反共化）と1946年日本国憲法の対抗
客観的には、｢サンフランシスコ体制｣｢日米安保体制｣が問い直される時点にきた。
ただ、国家の自己運動として、戦後、敗戦・従属帝国主義国としての復活路線を進んできた。
CF/石川捷治｢敗戦・戦後８０年（｢昭和100年｣の歴史から何を学ぶか――危機の時代に『統一戦線論』を
出版して｣（『福岡の暮らしと自治』第571号、2025年７月１５日、１～８頁）

2 参院選の結果から見えてきたもの
全体的特徴・・・（片山純子さんの｢数値資料｣を参照されたし）
＊｢軍拡・金権｣問いきれず
＊政権与党は大惨敗、｢リベラル｣勢力はさらに凋落・・・｢古い政治｣に対する全体的拒絶感も
＊自民党政治の時代的終焉、①支持基盤の地殻変動、②逆転できる可能性なし、③｢疑似政権交代｣の可能性なし
＊｢非リベラル勢力｣（ゆ党・反動・ファッショ）の急成長・急拡大
福岡県の特徴　　＊持ちこたえた自・公、　＊国民民主党と立憲民主党に溝？　＊れいわ新選組に存在感・・・
｢若年埋蔵票｣の掘りおこしに手掛かり
＊さらに結論としていえば　　現代の｢応仁の乱｣説・・・未体験ゾーン（戦国時代への突入）
3 日本の｢右傾化｣｢反動化｣｢ファッショ化｣について　
参政党の躍進について・・・自民党から流出した支持層の受け皿、とくに報われていないと思う人々の不平や不満、先が見えない将来への不安などの受け皿となった。40歳代、50歳代の｢氷河期世代｣の支持は、｢失われた30年｣で被った被害への反発であり、怒りの表現。ただその怒りが自民党政治にではなく、外国人や女性、エリート層などに向けられている。　＊社会の｢劣化｣｢右傾化｣、　＊ヨーロッパにおける｢極右｣の台頭と同じ現象
共産党の後退について・（短期的見方）一般的議会制民主主義の政党としての観点から
五十嵐仁氏の指摘　①れいわ新選組という強力ライバルの登場、②｢自力｣の後退（高齢化、党員数・　機関紙読者の減少など）、③日本社会の変貌（教育・メディア、若者）④情報戦の日常化,有権者に対する再教育の課題の登場（『全国革新懇ニュース』2025年8月10日）
（長期的見方）社会主義政党としての観点から、世界的な社会主義政党の衰退現象、脱コミンテルンのあり方（模索）CF/不破哲三『スターリン秘史』全六巻、新日本出版社、2016年
（私見）新しい市民革命の方向・・・ピープルズ・フロントのなかでの｢アンパンマン｣的存在に
日本の｢ファッショ化｣の方向性・・・安倍政権が目指して実現できなかった｢半クーデター｣を完遂できうる、｢下から｣の草の根の熱狂を伴う熱量・力を持った勢力が出現したことは疑いない。しかし・・・

4 今後の見通し
多党化・・・｢三極鼎立｣・・・｢極右｣｢中道｣｢左派｣（革新）
政局・・・①石破政権ズルズル延長プラス一部野党と連携
②自民党が極右党首を選出し、参政、保守などと少数与党政権
　　　　　③自民党が野党と連携出来る党首を選出し、一部の野党と連立政権
　　　　　④野党が連立政権
どのケースも短命政権になるだろう。｢政局戦国時代｣の到来、政局流動化
もっと大きく見ると
自公・維新の後退は戦後日本政治支配体制の衰退を意味する。多くの有権者が戦後支配体制から離反し反逆を始めた。さしあたりそのルートは国民、参政といった政党に流れる形で始まったが、　この流動化がどこに行き着くかは、今後の闘いいかんにかかっている。ファッショ化のプロセスでの｢不可逆点｣の到来を慎重に避けながら進める必要がある。人々の危機感が統一戦線（ピープルズ・フロント）をという方向に向かう可能性が残されている。
市民連合ふくおかの役割
ふくおかから日本の政治をかえる（ふくおかで創造・実験）、市民の役割
地方こそ根幹・・・これまでの積み重ねをもとに
